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 DCB Analysisは、エクセルを入出力用ファイルとして使います。ファイルには、データ入力用

のファイルと、解析用のファイルの 2 種類を用意します。 

 Excel 97-2003(拡張子 xls)、Excel 2007(拡張子 xlsx)どちらでも使用できます。 

 

1.入力入力入力入力データデータデータデータフフフファイルァイルァイルァイルをををを作成作成作成作成するするするする 
 入力データを作成します。スタンダード版では複数のクロス表を入力データとして使用できま

す。 

1-1 山の手 1island.xls, 山の手 2island.xls,という名前でエクセルファイルを作成します。 

1-2 1-1で作成したそれぞれのファイルに『data』シートを作成します。 

1-3 山の手 1island.xlsの『data』シートにデータを入力します。 

 セル A1 に[Item]と入力します。一列目の二行目より下にはサブジェクトのアイテム名を入力

します。 

 今回の例では、分析対象として山手線の駅を入れております。 

1-4 アトリビュートのアイテム名を入力します。 

 今回の例では、サブジェクトと同じ山手線の駅を入力します。 

1-5 セル B1 に[日付]と入力します。二列目の二行目より下には解析日時を入力します。

yyyy_mm_dd形式です。 

1-6 連環度を入力します。行、列どちらかの合計が 0 のデータがあると計算できません。 

 ここでは、サブジェクトとアトリビュートの結びつきの強さを表現する連環度に、駅から駅ま

での距離を使います。近いほど値が高くなるように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3. 
サブサブサブサブ 
ジェクトジェクトジェクトジェクト 

1-5 
データデータデータデータ

取得日取得日取得日取得日 

1-4.アトリビュートアトリビュートアトリビュートアトリビュート 

1-6.データデータデータデータ領域領域領域領域 
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1-7 山の手 2island.xlsの『data』シートにデータを入力します。 

 セル A1 に[Item]と入力します。一列目の二行目より下にはサブジェクトのアイテム名を入力

します。スタンダード版ではサブジェクトは共通でないといけません。山の手 1island.xlsに入力

したのと同じ山手線の駅を入れます。 

1-8 アトリビュートのアイテム名を入力します。 

 山手線の付近にある建造物を入力します。 

1-9 セル B1 に[日付]と入力します。二列目の二行目より下には解析日時を入力します。

yyyy_mm_dd形式です。 

1-10 連環度を入力します。行、列どちらかの合計が 0 のデータがあると計算できません。 

 ここでは、サブジェクトとアトリビュートの結びつきの強さを表現する連環度に、駅から建

造物までの距離を使います。近いほど値が高くなるように設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-7. 
サブサブサブサブ 
ジェクトジェクトジェクトジェクト 

1-9. 
サブサブサブサブ 
ジェクトジェクトジェクトジェクト 

1-10.データデータデータデータ領域領域領域領域 

1-8.アトリビュートアトリビュートアトリビュートアトリビュート 

1-2 
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2. 解析用解析用解析用解析用ファイルファイルファイルファイルをををを作成作成作成作成するするするする 
エクセルを使い、解析用ファイルとして“dcbファイル”を用意します。解析に用いる入力デー

タファイルを指定する情報を“dcbファイル”の中に『dcb』シートとして作成します。 

 この『dcb』シートでは、「1. 入力入力入力入力データデータデータデータファイルファイルファイルファイルをををを作成作成作成作成するするするする」」」」で用意した解析に用いる入力

データファイル名を指定します。今回は、「出荷量データ」を使用します。 

また解析後に結果の MAP データが『plot』と命名されたシートとして自動作成され格納され

ます。 

 

2-1 入力データファイルとは別に、解析用エクセルファイルを作成します。シート名を『dcb』

（2-5）とします。 

セル A1 に[file]と入力します。 

2-2 セル A2 に任意の名前を入力します、今回は[X_0]と入力します。ここは[駅名]でもかまい

ません。 

2-3 セル B1 に任意の名前を入力します、今回は[Y_0]と入力します。ここは[駅名 2]でもかまい

ません。 

2-4 セル C1 に任意の名前を入力します、今回は[Y_1]と入力します。ここは[建造物名]でもか

まいません。 

2-5 セル B2 に解析に入力するデータファイル名（一つ目）を入力します。ここでは[山の手

1island]となります。(手順の 1 で作成したデータファイル名から拡張子を取り除いたもの)。 

2-6 セル C2 に解析に入力するデータファイル名（二つ目）を入力します。ここでは[山の手

2island]となります。 

2-7 作成した二つの解析用 “dcbファイル”を任意の名前で、手順 1 で作成したデータファイ

ルと同じフォルダに保存します。今回は「Plot山の手」とします。 

2-8 ファイルを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-5 

2-2 

2-1 2-4 2-3 

2-5 2-6 
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3.DCB Analysis起動画面起動画面起動画面起動画面 
 DCB Analysisを起動します。このソフトの導入手順は、「連環データ分析を導入するには」を

ご覧下さい。 

すでに使用されて、DCB Analysisのアイコンが有る場合は、それこから起ち上げて下さい。下

図のような画面が立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DcbAnalysis起動時起動時起動時起動時のののの画面画面画面画面 

 

3-1.タイトルバー：バージョン等 

3-2.データプロセスパネル：データ解析、座標計算、クラスタリング、MAP 画面作成機能等  

3-3.MAPコントロールパネル：MAP の拡大・縮小、移動等の機能 

3-4.MAP画面：解析結果の表示 

 

3-4

3-2

3-3

3-1

3-4

3-2

3-3

3-1

タイトルバータイトルバータイトルバータイトルバー 

データプロセデータプロセデータプロセデータプロセ

スパネルスパネルスパネルスパネル 

MAP コントローコントローコントローコントロー

ルパネルルパネルルパネルルパネル 
ＭＡＰＭＡＰＭＡＰＭＡＰ画面画面画面画面 
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4.解析解析解析解析 
4-1 データプロセスパネルの dcb解析 を押します。『DcbAnalysisDialog』が開きます。 

 

 

4-2 解析用“dcbファイル”を指定する 

4-2-1 『DcbAnalysisDialog』の dcb読込 (4-2-2)を押します。『dcbファイル選択』ダイアログ

が開きます。 

4-2-3 手順の 2 で作成した解析用”dcbファイル”、ここでは『Plot山の手』を選択し、 開く 

を押します。『dcb sheet選択』ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4‐‐‐‐1 

4-2-3 
『『『『dcbdcbdcbdcb ファイルファイルファイルファイル選択選択選択選択』』』』ダイアログダイアログダイアログダイアログ    

(Plot(Plot(Plot(Plot ファイルファイルファイルファイル用用用用ファイルチューザーファイルチューザーファイルチューザーファイルチューザー))))    
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4-3 解析用データの指定と平準化処理を行う。 

4-3-1 『dcb sheet選択』ダイアログで手順の 2 で作成した『dcb』シートを選択します。シー

ト名の『dcb』を選択し 了解 を押します。 

4-3-2 『平準化シートがありません』という旨のメッセージが表示されます。 了解 を押し

ます。 

4-3-3 X_0、Y_0 の位置に”dcbファイル”で指定したデータファイル名が認識され入ります。 

4-3-4  平準化 を押します。データの平準化を行います。 

4-3-5 平準化が終了しますと、『平準化完了』のメッセージが出ます。 了解 を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 - 3 - 1 dcb  
シートシートシートシートのののの選択選択選択選択 

4 - 3 - 2 

4 - 3 - 3 

4 - 3 - 4 

4 - 3 - 5 

4 - 3 - 1 dcb  

4 - 3 - 2 

4 - 3 - 3 

4 - 3 - 4 

4 - 3 - 5 

シートシートシートシートのののの選択選択選択選択 
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4-4.データ解析 

 連環データ分析は、入力データを情報圧縮しマップ化します。解析前にまず圧縮する次元数を

決めます。その際、次元数を多くとると情報を失う割合が少なくなりますが、結果の解釈が大変

になります。次元数 3～5 の値を推奨します。ただし、サブジェクトやアトリビュートのアイテ

ム数以上には設定できません。 

 

4-4-1 次元数を選択し指定してから dcb 解析 を押して、解析を行います。今回は”3”に設定し

て解析します。 

4-4-2 解析が終了すると『確認 dialog』が出ます。解析データを保存する際にはここで はい を

押します。 

4-4-3  了解 を押します。MAP が表示されます。 

4-4-4 dialogの 閉じる を押して閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-4-1 
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5.MAP 画面画面画面画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 デフォルトでは X_0(サブジェクト)のアイテムのみが青文字、サイズ 14 で表示という設定に

なっています。 

 上図は、軸を（（（（-1,2））））に設定し、さらに矢印ボタンの ↓ を押してマップを-124度回転させて

得たものです。（（（（5-0-1）））） 

 アイテムの表示変更にはまず ItemGp を押します。（（（（5-0-2）））） 

 

5-0-1 

5-0-2 
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5-1 アイテムの表示変更 

5-1-1 データプロセスパネルの ItemGpを押します。『ItemGpDialog』が表示されます。 

5-1-2 アトリビュートのアイテムを表示するために Y_1 の Visible にチェックを入れます。

MAP 画面にアトリビュートのアイテムが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 - 1 - 1 ItemGpDialog  5 - 1 - 1 ItemGpDialog  
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5-2.アイテムの色の変更 

5-2-1 アトリビュートのアイテムの色を変更します。『ItemGpDialog』Y_0 の Colorを押します。 

5-2-2 『Pick a Color』ダイアログが立ち上がります。 

5-2-3 選択したい色をクリックします。 

5-2-4 プレビューに選択された色が表示されます。 了解 を押します。 

5-2-5 MAP でアトリビュートのアイテムの色が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2-2 Pick a Color

5-2-3

5-2-4

5-2-1

5-2-2 Pick a Color

5-2-3

5-2-4

5-2-15-2-1

5 - 2 - 5 5-2-5 

5-2-1 
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5-3 アイテムサイズの変更 

5-3-1.X_0、Y_0 共に F Sizeの数値を 16にします。 

5-3-2.文字のフォントサイズが大きくなります。 
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6.    クラスタクラスタクラスタクラスターーーーをををを作成作成作成作成するするするする 
 6-1.データプロセスパネルの クラスター を押します。『ClusterDialog』(6-1-2)が表示されます。

クラスタの個数(6-1-3)、クラスタの次元数(6-1-4)、クラスタ化するアイテム Gp(6-1-5)の選択を行

います。クラスタ重心のチェックボックス(6-1-6)については 6-2で取り上げます。 

クラスタ数はアイテムグループの構成アイテム数の個数を超える値を設定できません。ここで

は 3 に設定します。次元数については解析した際の次元数を超える値を設定出来ません。ここで

は 3 次元にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-1 

6-1-2 Cluster Dialog 

6-1-3 
6-1-5 
6-1-6 

6-1-4 
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6-2 クラスターの拡張 

 クラスタ重心の作成(6-1-6)にチェックを入れると重心の入ったクラスタを作成する事が出来

ます。その場合、他のアイテムグループでクラスタを拡張する事ができます。 

 クラスタを拡張するために使うアイテムグループを選択します(6-2-1)。『CL 追加』にチェック

を入れ(6-2-2)、 Cluster推定 (6-2-3)を押します。既存のクラスタを拡張したクラスタが作成され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2-1

6-2-2
6-2-3

6-2-1

6-2-2
6-2-3
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6-3 クラスタの表示変更 

6-3-1.アイテムの表示変更(5-1)と同じ手順でクラスタの表示変更を行います。 

6-3-2 『ItemGpDialog』で CL_X_0_1、CL_X_0_2、CL_X_0_3の Colorを変更します。 

(クラスタのアイテムグループ名は『CL_元になったアイテムグループ名_クラスタ番号』の表

記になります。) 

6-3-3 対応したクラスタの色が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-3-4 塗りつぶし箇所の濃さを変更します（6-3-5～6-3-8）。 

6-3-5  itemGp操作 を押します。 

6-3-6 ItemGp操作 Dialogが開きます。 

6-3-7 『aplha』を右に動かします。 

6-3-8 塗りつぶし箇所の色が濃くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-3

6-3-7 

6-3-4
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6-4 アイテムの編集情報を保存する。 

6-4-1  itemGp保存 を押します。 

 

 

 

 

6-4-2 『保存 Dialog』が開きます。 

 

 

6-4-3 クラスタ等の変更の保存には plotシート保存 を押します。 

 

6-4-3-1 保存されたシート名が「plot_nとして保存しました」と表示されます。(6-4-3-2)  

了解 を押します。（保存したシートを読み込むには） 

6-4-4 色やフォントサイズの変更情報の保存には プロパティ保存 を押します。(6-4-4-1)ここ

では、特にメッセージは表示されません。 

6-4-5 最終保存時でのプロパティを読み込むには プロパティ読み出し を押します。 

6-4-1 

6-4-2 

6-4-3 
6-4-4 6-4-5 

6-4-3-1 
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7.    MAP 上上上上のののの操作操作操作操作 
 7-1.拡大/縮小を行う 

MAP 上で拡大/縮小を行いたい中心部分を選びクリックをすると赤い十字が置かれます。

「MAP 画面コントロールパネル」の 拡大 、 縮小 を押します。それぞれに合ったアクション

が起こります。（マウスのスクロールホイールを押しながらマウスを動かすことでも可能です） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-2. アイテムを動かす 

動かすアイテムをクリックします。アイテムに赤枠が表示され、ドラッグして動かす事ができ

るようになります。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-3. マップ全体の水平、垂直移動 

「MAP 画面コントロールパネル」の十字キーを移動したい方向に押します。それぞれの方向

に動きます。（マウスで左クリックをしたまま上下左右に動かすと、視点の移動ができます） 
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7-4. MAP読み込み 

7-4-1.  MAP読み込み を押します。 

  

7-4-2. plotファイルを保存した“dcbファイル”を選択します。『plot sheet選択』ダイアログ

のプルダウンメニューから読み込むシートを選択します。MAP が開きます。 

 

7-5. 軸の選択 

「MAP 画面コントロールパネル」で軸を選びます。左で横軸、右で縦軸を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－－－－1-2軸軸軸軸 －－－－1-3軸軸軸軸 
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7-6. MAP初期化 

7-6-1.「MAP 画面コントロールパネル」で 初期化 を押します。画面の位置関係がその軸上

で初期状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-6-2. データプロセスパネルの c_offset を押します。移動したアイテムが元の位置に戻りま

す。 
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8.    3D 表示表示表示表示 
8-1. 3次元表示 を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

8-2.『DcbMAP 3D Dialog』が表示されます。赤が 1 軸、緑が 2 軸、青が 3 軸になります。（クラ

スタは表示されません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-1 
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8-3. 3D画面内操作 

8-3-1.3D画面上にカーソルを合わせ、マウスを右クリックしたまま左右に動かすと画面が左

右に回転します。 

8-3-2. 3D画面上にカーソルを合わせ、マウスを左クリックしたまま上下左右に動かすと、視

点の移動ができます。 

8-3-3. 3D画面上にカーソルを合わせマウスのスクロールホイールを前方向に回転させると視

点が中心方向に移動します。手前に回転させると中心から離れます。 

8-3-4. 画面の表示位置を元に戻すには 初期化 を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   8-3-5  閉じる ボタンで閉じます。 

 

8-3-5 
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9.    アイテムアイテムアイテムアイテム間間間間のののの距離計算距離計算距離計算距離計算 
 9-1.距離の近いアイテムを探します 

  距離 ボタンを押します。「距離 Dialog」(9-2)が開きます。[全 items](9-2-1)にチェックを入れ

ます。「距離 Dialog」(9-2)が変化します。（9-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 9-3-1.次元数を設定します。ここでは、「3」次元を選択します。 

 9-3-2.距離を測りたい元のアイテムグループ名を選択します。 

 9-3-3.測りたい先のアイテムグループ名（ここでは X_0）を選択します。 

 9-3-4. 近い item を押します。 

 

 

 

 

 

9-4.「確認 Dialog」が開きます。ここでは、距離データの保存を聞かれるので、保存するので

あれば、 はい(Y) 、しなければ いいえ(N) を押します。 

 

9-5.保存した際にはメッセージダイアログに保存されたシート名が表示されます。距離データ

は解析用”dcb ファイル”に 10個づつ一覧で保存されます。MAP 上では近い 5 アイテムに線がひ

かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9-2 
9-2-1 

9-3 9-3-2 
9-3-3 

9-3-4 

9-3-1 

9-4 9-5 
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10.    ラインラインラインラインのののの編集編集編集編集 
 10-1. lines を押します。「LinesSettingDialog」が表示されます。ラインのひかれている元とな

る各アイテムが表示されます。ラインを曳かれた先のアイテム名も表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-1-2. Visibleのチェックの選択/非選択で各ラインの表示/非表示を切り替えます。 

10-1-2-1. 上段の「visible」に一度チェックを入れ、再度外すと全アイテムの「Visible」のチェッ

クが外れ、一括で全ラインを非表示にする事ができます。デフォルトではチェックが

入っています。 

10-1-3. Colorで各ラインの色を変更できます。デフォルトでは青になっています。 

10-1-4. widthで線の太さを変更できます。デフォルトでは一番細い 1.0です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-1 10-1-2-1 

10-1-2 

10-1-3 

10-1-4 
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11.    MAP 上上上上のののの図形描画図形描画図形描画図形描画 
 11-1.図形の描画を行う 

「MAP 画面コントロールパネル」の 描画 、を押します。「DrawDialog」が立ち上がります。 

 

 

11-2-1.MAP 上で図形やコメントの描画を行いたい部分を選びクリックをすると赤い十字が置か

れます。 

11-2-2. 楕円 を押します。楕円が表示されます。 

 

11-1 

11-2-2 
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11-2-3. 表示された図形をダブルクリックします。「“図形の名称”Dialog」が表示されます。(今

回は楕円を選んだので「EclipseDialog」が立ち上がります。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-2-4. 色：図形の色を変更します。 

11-2-5. 塗りつぶし：図形の色を枠のみにするか塗りつぶすか選択をします。 

11-2-6. 放射状：図形の位置を変更した際に常に原点を向くか選択をします。 

11-2-7. エッジ幅：図形の枠の幅を 3 段階で選択します。 

11-2-8. スライドバー：塗りつぶしの色の濃さを選択します。 

11-2-9. 文字色：文字列の色を変更します。 

11-2-10. フォント：文字列のフォントサイズを変更します。 

11-2-11. 文字列：図形内に表示される文字列を書きます。(デフォルトでは図形の名称が表示さ

れます。ここは空欄でも構いません) 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-3.図形の移動は、「DrawDialog」が表示されている状態で、図形をクリックし、枠が赤くなっ

た状態で操作が可能となります。 

11-4.図形の削除も図形をクリックし、枠が赤くなった状態で「DrawDialog」上から行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-5.追加できる図形の数には特に数はございません。 

11-2-4 
11-2-5 

11-2-6 

11-2-7 11-2-8 
11-2-9 11-2-10 

11-2-11 

11-2-3 


